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編　修　趣　意　書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

31-65 中学校 理科 理科 第３学年

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教　科　書　名

61 啓林館 理科 905 未来へひろがるサイエンス　3

未来へひろがる教科書
－－未来を切りひらく資質・能力を育てるために－－

（１）�探究的な活動場面を重視し，
主体的な取り組みを支援

（２）�単元の学習後，さらに探究的な課題に取り組み，
より質の高い学びへ

（３）ＡＢ判を生かしたダイナミックな紙面により，
科学の世界に引き込む

（１）確かな基礎・基本の習得から，
活用する力の育成まで

（２）既習事項との関連を意識し，
学習内容の系統性を重視

（３）観察・実験の技能の確実な習得と安全配慮

（１）観察・実験を中心にした学習展開により，
科学的思考力を育成

（２）理科の見方・考え方を重視し，
主体的・対話的な場面を充実

（３）思考･表現を促し，アシストする場面を設定

（１）実社会・実生活との関連から，
学習の有用性・科学の魅力を伝える

（２）環境保全や自然との共生を
自ら考える姿勢を育成

（３）学習後に，学びの深まりや，
できるようになったことを実感

学ぶ意欲が高まり，探究しようとする
態度を育てる教科書

基本事項が定着し，
さらなる学力の向上へ導く教科書

科学的な思考力・表現力を育て，
高めていく教科書

科学を学ぶ有用性を感じ，
学び続ける姿勢を育てる教科書

1 2

3 4

編修の基本方針1

グローバル化が進み，人工知能をはじめとした技術革新などにより，急速に

変化する時代に，未来の社会の姿としてSociety 5.0が提唱されました。その実現に

向けて，さまざまな知識や情報を統合して，新たな価値を生み出していく力が

求められています。また，予期せぬ自然災害や社会での課題に直面したとき，自ら

考え判断し，他者とも協働して行動する必要があります。

このような状況のもと，未来を担う子どもたちの学びのために， 

次のような編修方針を立てました。
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 ● 	�本文中：つまずきやすい計算場面などは「例題」を置いて考え方を丁寧に解説しています。また，生徒が勘違いしやすい
基本事項は，「なるほど」のコーナーで正しく理解できるよう，情報提供しています。

 ● 	�章末：「基本のチェック」では基本事項を確認し，理科用語で説明
したり，図から読み取ったりする問題を設けています。

 ● 	�単元末：「学習のまとめ」では，視覚的に学習内容が定着できるように
しています。「力だめし」では，観点別評価に対応した問題を扱い，
「思考力UP問題」では，実験の計画や分析・解釈，日常生活の場面
などを取り入れ，全国学力・学習状況調査に対応しています。

● 	�学年末：単元や領域を総合的にとらえた「学年末総合問題」，および
中学校3年間の学習を総合的にとらえた「中学校総合問題」をそれ
ぞれ設け，学習をふり返り，高校につながるようにしています。

学ぶ意欲が高まり，探究しようとする態度を育てる教科書

基本事項が定着し，さらなる学力の向上へ導く教科書

 ● 	�学習指導要領解説の「理科改訂の要点」に示された探究の過程に主体的に取り組む
活動として，各単元に１つ「探Q実験」を設定し，「探Qシート（巻末の切り取り
シート）」により，生徒の活動をサポートします。
３年では探究の過程の中で，特に「探究のふり返り」に重点を置いています。

 ● 	�巻頭に「探究の過程」を「課題の把握」→「課題の追究」→「課題の解決」のサイクルで
示し，主体的に課題を解決していくイメージを持たせるようにしています。

 ● 	�サイエンス資料「探究もフェアプレイで」では，探究する過程での心構えについて，
記録の仕方のポイントや実際に得られたデータの大切さなどをわかりやすく示して
います。

 ● 	�左右に広いAB判を採用し，丁寧な本文記述とダイナミックな図や
写真の両立を図っています。概念の理解に重要な図や写真を紙面
上部に集めることによって視覚的に対象物を認知させ，科学の
魅力に引き込み，学習意欲を高めます。

 ● 	�単元導入の「科学にアクセス」では，QRコード
からデジタル教材（映像，音声，画像）にリンク
し，学習へのいざないをサポートします。

探Ｑ実験 p.87

みんなで探Qクラブ p.42-43

左右に広いAB判紙面 p.174-175

1

2

 ● 	�単元を学習した後に，身のまわりの疑問に対して，習得した知識・
技能を統合して，探究の過程に沿って解決していく活動場面として
「みんなで探Qクラブ」を設定しています。

中学校総合問題 p.318-319

（1） 探究的な活動場面を重視し，主体的な取り組みを支援

（2） 単元の学習後，さらに探究的な課題に取り組み，
より質の高い学びへ

（3） ＡＢ判を生かしたダイナミックな紙面により，
科学の世界に引き込む

（1） 確かな基礎・基本の習得から，活用する力の育成まで

科学にアクセス
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 ● 	�基本的な実験操作や器具の使い方，表やグラフのかき方は，「実験のスキル」
を設け，丁寧に解説しています。

 ● 	�サイエンス資料「実験を正しく安全に進めるために」では，実験時の行動を自己
確認する「実験のチェックリスト」，実験中に地震が発生した場合，ガラス器具や
薬品の扱い，気をつけたい実験操作など，中学校理科全般に
わたって必要となる注意点やスキルを丁寧に紹介しています。

 ● 	�実験で特に注意すべき点は，「注意マーク」と丁寧な注意書き
（朱赤文字） で示しています。また，保護眼鏡や火気注意など，
安全に配慮すべき点は８つの「安全マーク」を表示しています。

実験を正しく安全に進めるために p.102実験のスキル p.154

 ● 	�章導入に「つながる学び」，また本文中に「思い出してみよう」を設け，小学校理科の
内容や既習事項を確認した上で，新たな学習に入るようにしています。

 ● 	�高校理科につながる発展的な学習内容には，「高校化学へ」などとマーク表示し，将来の
学習への期待感を持たせるようにしています。

 ● 	�算数・数学の既習事項や関連する内容は，巻末に｢理科でよく使う算数・数学｣，本文中に
「算数・数学と関連」のコーナーを設け，計算などの理解を促すようにしています。また，
国語や社会科，技術科，英語との関連に気付かせる箇所も設けています。

 ● 	�各章は学習課題を軸とした課題解決の流れを繰り返し，探究的な学習によって，科学的な思考力が身に付くように
しています。

 ● 	�生徒観察・実験においては，「結果」と「考察（結果からわかること）」を区別して表記しています。また，最後に「探究の
ふり返り」で探究の過程をふり返って，妥当性を検証し，新たな課題につなぐようにしています。

算数・数学と関連 p.80

 ● 	�主体的・対話的な学びの場面として，「話し合ってみよう」「考えてみよう」「表現してみよう」を設けました。
「計画」「予想」「分類」「比較」「作図」などのマークを添え，理科の見方・考え方をはたらかせるようにしています。

 ● 	�科学的な表現活動の例として，観察・実験の後に「わたしのレポート」を掲載し，自分で
レポートにまとめる際のポイントがつかめるようにしています。

 ● 	�生活の中の何げない疑問を，学習内容を活用して対話を通して解決する場面として，
「みんなで解決」を設けています。

主体的・対話的な場面の例 p.269 p.115 p.130

みんなで解決 p.19

（2） 既習事項との関連を意識し，学習内容の系統性を重視

（3） 観察・実験の技能の確実な習得と安全配慮

（1） 観察・実験を中心にした学習展開により，科学的思考力を育成

（2） 理科の見方・考え方を重視し，主体的・対話的な場面を充実

科学的な思考力・表現力を育て，高めていく教科書3
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 ● 	�節の学習から身近な課題に思考をつなぐように「活用してみよう」を
設けています。

 ● 	�学習と関連する話題を科学コラムで紹介しています。
「部 活 ラ ボ」：中学校の部活動と関連する話題
「お仕事ラボ」：職業と関連させ，キャリア教育につなぐ話題
「お料理ラボ」：調理や農業などの食生活と関連する話題
「深めるラボ」：科学史，生活の知恵などの，学習を深める話題

 ● 	�単元末の「ひろがる世界」では，学習内容を応用した身近な話題や
将来期待される科学技術などを取り上げ，より学習が広がり，深まる
ようにしています。

 ● 	�単元導入での「学ぶ前にトライ！」と同じ問いかけを，
単元末に「学んだ後にリトライ！」として設け，学習を
ふり返り，自己評価することにより，習得したことを
確認し，学びの深まりを実感できるようにしています。

学ぶ前にトライ！ p.251 学んだ後にリトライ！ p.311

上：お仕事ラボ p.101　下：ひろがる世界 p.248-249

自然が人間の生活におよぼす影響 p.290-291

 ● 	�本文中の「かきこみ」と表示した箇所では，観察・実験などに関係するグラフの作成や
作図，モデル図の描画により，理科での表現力や読解力を育成できるようにして
います。

かきこみ（作図の例） p.69

（3） 思考・表現を促し，アシストする場面を設定

（1） 実社会・実生活との関連から，学習の有用性・科学の魅力を伝える

（2） 環境保全や自然との共生を自ら考える姿勢を育成

（3） 学習後に，学びの深まりや，できるようになったことを実感

科学を学ぶ有用性を感じ，学び続ける姿勢を育てる教科書4

 ● 	�上記科学コラムの「防災減災ラボ」では，自然への畏敬の念と防災・
減災に対して当事者意識が持てるようにしています。

 ● 	�「環境」単元では，「自然が人間の生活におよぼす影響」について，
１年の大地，２年の気象の学習をふり返り，日本付近で発生する
自然災害について自ら考え，また，地域の自然災害の調査を通じて
地域の自然の特徴を多面的，総合的にとらえられるようにして
います。

 ● 	�エネルギー資源の有効利用，環境への影響などを科学的な視点で
記述しています。また，さまざまな課題の調査を通して，持続可能な
社会をつくるために，わたしたちに求められることを考えさせる
ようにするなど，「SDGs」の考え方を扱っています。
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教育基本法第２条 特に意を用いた点や特色 該当箇所
第１号 �実生活における活用や論理的な思考力の基盤となる基本

的な知識・技能の確実な定着を心がけています。
●知識と教養

全体

幅広い知識と教養を身に付け，真理
を求める態度を養い，豊かな情操
と道徳心を培うとともに，健やかな
身体を養うこと。

�探Q実験などで自然事象や身のまわりの事象への疑問に
対して，探究的に課題解決することを通して，真理を
究める態度を育成するようにしています。

●探Q実験，探Qシート
p.23-24，87-89，127-129，
201-203，巻末

�サイエンス資料「探究もフェアプレイで」では，探究での
心構えについて，実験で得られたデータの大切さなどを
示し，研究倫理にも触れるようにしています。

●探究もフェアプレイで
p.320

第２号 �発展的な学習内容を数多く紹介し，個に応じた学習に対応
しています。

●発展的な学習内容
p.26，63，162，181など

個人の価値を尊重して，その能力を
伸ばし，創造性を培い，自主及び
自律の精神を養うとともに，職業
及び生活との関連を重視し，勤労を
重んずる態度を養うこと。

�科学コラムで生活に関連した話題を紹介しています。
「部活ラボ」は学校生活に，「お料理ラボ」は食生活に直結
しています。

●部活ラボ　　
p.119，199，269

●お料理ラボ　
p.26，161，189，262

�「お仕事ラボ」で，職業と理科の学習との関連を紹介し，
キャリア教育につながるようにしています。

●お仕事ラボ　
p.45，101，173，213など

第３号 �安全上の留意点に配慮し，個々が責任を持って観察・
実験を進められるよう手順を丁寧に示し，注意・安全
マークによっても注意喚起しています。

●実験を正しく安全に進めるために
p.102-103

正義と責任，男女の平等，自他の
敬愛と協力を重んずるとともに，
公共の精神に基づき，主体的に社会
の形成に参画し，その発展に寄与
する態度を養うこと。

�男女の役割を固定せず，生徒一人ひとりが互いに協力
しながら，観察・実験，考察や話し合い等を進めていける
よう配慮しています。

●互いに協力して活動
全体

�視認性と可読性の高いUDフォントを採用し，色覚の個人
差を問わず，紙面の内容が判別しやすい配色・デザインを
用いています。

●文字のフォント，配色・デザイン
全体

第４号 �多くの動植物や自然環境を紹介し，自然の共通性・多様
性と豊かさに目を向けるようにしています。

●自然の共通性・多様性
p.①-④，6-9，30-35など

生命を尊び，自然を大切にし，環境
の保全に寄与する態度を養うこと。

�環境への意識を高めるよう「環境マーク」を表示しています。
●環境への意識

p.127，248，287，301，305など
�「防災減災ラボ」では，自然への畏敬の念と防災・減災への
意識を高めるようにしています。

●防災減災ラボ
p.52，141，181，295

第５号 �「深めるラボ」で，科学史に関する話題や自然科学・科学
技術の発展に大きく貢献した科学者や技術者を紹介して
います。また，昔の人が見つけた知恵や現在まで受け
継がれているさまざまな工夫なども紹介しています。

●深めるラボ
p.26，35，64，220など伝統と文化を尊重し，それらを 

はぐくんできた我が国と郷土を 
愛するとともに，他国を尊重し，
国際社会の平和と発展に寄与する
態度を養うこと。

�人工多能性幹細胞（iPS細胞）を作製してノーベル生理学・
医学賞を受賞した山中伸弥博士の功績を紹介し，また，
歴代の日本のノーベル賞受賞者の年表を設け，日本の
科学技術への誇りが持てるようにしています。

●日本の科学技術への誇り
p.27，330

小学校でのプログラミング学習を活用して発展させるために，技術科との関連も意識して，電力の需要と供給のバランスを
制御するスマートグリッドのしくみを考察させ，また，シミュレーションを体験できるようにし（p.323），プログラミング的
思考を育成します。

プログラミング教育への対応

教科書をより効果的に活用いただく
よう冊子（紙面解説，観察・実験の安全対策

ほか）とデータを用意いたします。

紙の教科書と同一内容で文字サイズや背景色等を変更でき，弱視の生徒にも読み
やすくなります。また，すべての文字にふり仮名を付す機能も搭載し，外国から
来た生徒や漢字が苦手な生徒への支援も行います。文章の読み上げも可能です。

学習者用デジタル教科書の発刊 指導書の充実

対照表2

上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色3
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p.314-315

p.⑩-⑪

p.③-④

p.①-②

1

２　
分　
野

生命　生命の連続性　
●�生物の誕生から成長，遺伝そして進化という，生命のつながりを丁寧に
展開することで，単元を通して，学習内容の定着と，生命を尊重する態度の
育成をねらいとしました。
●�写真やイラスト，模式図を豊富に掲載し，無性生殖や有性生殖の例，メン
デルの法則，進化などを視覚的にわかりやすく示しました。
●�イチゴの育種やiPS細胞，ニワトリの祖先などを紹介し，日常生活との
かかわりに気付き，学習が広がり深まるようにしています。

地球　宇宙を観る　
●�身近な天体である月と太陽から導入し，さらに惑星や恒星をビジュアルに
扱うことによって，興味・関心を高めながら太陽系の内外の天体を学習
できるように工夫しました。
●�定着度が低いとされる天体の運動や見かけの動きについては，身近な現象
として関心を持てるような写真資料や話題を充実させ，金星の見え方の
実習を通して，より実感できるようにしました。

１　
分　
野

物質　化学変化とイオン　
●�水溶液の電気伝導性や電気分解から，イオンの概念を丁寧に導入し，電池の
しくみや酸・アルカリの正体，中和のしくみを，イオンのモデルで考察
できるよう工夫しました。

●�電池の学習では，金属のイオンへのなりやすさのちがいを探究的に調べ，
その知見をもとにダニエル電池のしくみを考察・表現する特設ページを設け
ました。また，マイクロスケール実験の導入や河川の中和事業の紹介など，
単元を通して環境配慮を意識しました。

エネルギー　運動とエネルギー　
●�物体の運動について，一定の力が働くとき，力が働かないときの運動と，
斜面上の台車の運動を測定して比較し，運動と力の関係を探究できるように
しました。
●�仕事とエネルギーの学習には例題を配置して，基本の定着をはかりました。
エネルギー資源については，色々な発電方法の長所と短所を話し合い，
エネルギーの有効利用を自ら考えられる展開にしました。

環
境

環境　自然と人間　
●�本単元は，持続可能な社会を目指す日本の理科教科書として，１分野と
２分野を融合した環境単元として構成しました。
●�人と自然，人と人，人と社会のつながりに目を向け，現代社会が抱える
複雑な環境問題を自らの課題としてとらえられるよう，さまざまな体験
活動を設けました。活動を通じて，科学的な根拠をもとに意思決定する
力を育むよう配慮しています。

編　修　趣　意　書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

31-65 中学校 理科 理科 第３学年

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教　科　書　名

61 啓林館 理科 905 未来へひろがるサイエンス　3

３年　各単元の特色 ー編修上留意した点ー

編修上特に意を用いた点や特色1
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p.124

p.127

導入
ふり返り

章導入

事象と疑問
▼
課題と
見通し
▼

観察・実験
▼

思考・表現と
まとめ
▼

活用・応用

各節

単元内の構成と探究の過程 「物質」単元の例

章内の構成と探究の過程

単元導入

学習の
まとめ

終章

各章

３年　紙面の特色 生徒にも先生にも，授業の流れがイメージできる紙面構成

p.106-107

p.172-173

p.132

p.164-165

単元のねらいを明確にし，
学びの見通しを持つ

単元全体をふり返り，
基本事項を確認

単元の学習からひろがる話題により，
学習の有用性を実感

学習内容をさらに
深める事例へつなぐ

本文で，実験の結果・考察に
対応した丁寧なまとめ

p.130

p.130-131

p.125

p.126

課題を設定し，
実験の見通しを持つ

実験結果をもとに
思考・表現

事象への気付き
疑問を抱く

興味を持たせ，
学習意欲を高める章導入

３年では
「探究のふり返り」を
重視した観察・実験
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◆観点別特色

観点 留意点 該当箇所

教育基本法
および

学習指導要領の
遵守

�教育基本法に示された教育の目標を踏まえた編集方針としています。
全体

�中学校理科の学習指導要領に沿った配列，内容・構成にしています。

主体的・
対話的で
深い学び

�探究的な学習に主体的に取り組む活動として，各単元に１つ「探Q実験」を設定し，「探Q
シート」により生徒の活動をサポートします。

p.23-24，87-89，
127-129，
201-203，巻末

�左右に広いAB判により，丁寧な本文記述とダイナミックな図や写真の両立をはかり，学習
意欲を高めます。 全体

�自ら考える場，また対話的な学びの場として，「話し合ってみよう」「考えてみよう」「表現
してみよう」を設けています。

p.12，69，126，130，
183，253など

�生活の中の何げない疑問を，対話を通して解決する場面として，「みんなで解決」を設けて
います。

p.19，72，160，
229など

学びの見通し・
ふり返り

�単元導入には，課題意識を持って単元の学習に入ることができるように，「学びの見通し」
→「学ぶ前にトライ！」を設けています。また，同じ問いかけを，単元末に「学んだ後に
リトライ！」として設け，学習をふり返り，自己評価により，学びの深まりを実感できます。

p.3とp.37，
p.47とp.93，
p.107とp.165，
p.175とp.241，
p.251とp.311

基礎・基本の
定着

学力向上

�本文中のつまずきやすい計算場面などは「例題」を置いて丁寧に解説し，同じ考え方で解ける
「練習」に取り組むようにしています。 p.192，210，213

�生徒が勘違いしやすい基本事項は，「なるほど」のコーナーで正しく理解できるよう，情報を
示しています。

p.29，81，118，226
など

章末には，基本事項を確認する「基本のチェック」を設けています。 p.16，123など

�単元末には，「学習のまとめ」で学習内容を確認し，「力だめし」で単元の学習の定着度を
はかることができます。また，学年末には，単元や領域を総合的にとらえた「学年末総合
問題」，中学校3年間の学習を総合的にとらえた「中学校総合問題」をそれぞれ設けています。

p.36-37，38-41など
p.316-317
p.318-319

�章導入の「つながる学び」や単元末の「学習のまとめ」には，QRコードからリンクしたコン
テンツで，既習事項や学習内容を確認することができます。 p.4，37など

思考力・判断力・
表現力の育成

�各章は学習課題を軸とした課題解決の流れを繰り返し，探究的な学習によって，科学的な
思考力が身に付くようにしています。 全体

�「話し合ってみよう」「考えてみよう」「表現してみよう」の場面では，「計画」「予想」「分類」
「比較」などのマークを添え，理科の見方・考え方をはたらかせて取り組むようにしています。

p.72，79，160，203，
279，294など

�科学的な表現活動の例として，観察・実験の後に「わたしのレポート」を掲載し，自分で
レポートにまとめる際のポイントがつかめるようにしています。

p.76，110，228，
293など

�本文中の「かきこみ」と表示した箇所では，グラフの作成や作図，モデル図の描画により，
理科での表現力や読解力が身に付きます。

p.16，69，137，189
など

資質・能力の
育成

Society 5.0で
求められる
実社会での

課題解決能力に
向けて

�単元末の「力だめし」では，資質・能力の3観点に対応する問題を扱い，「思考力UP問題」
では，実験の計画や分析・解釈，日常生活の場面などを取り入れ，全国学力・学習状況調査に
対応しています。

p.41，97，169，
245，313

�単元を学習した後に，身のまわりの疑問に対して，習得した知識・技能を統合して，探究の
過程に沿って解決していく活動場面として「みんなで探Qクラブ」を設定しています。

p.42-43，98-99，
170-171，246-247

�サイエンス資料「探究もフェアプレイで」では，探究する過程での心構えについて，ノート
への記録の仕方のポイントや実際に得られたデータの大切さをわかりやすく示しています。 p.320

�節の学習から身近な課題に思考をつなぐように「活用してみよう」を設けています。 p.22，157，199，
293

理科の見方・
考え方

�「生命」「地球」「物質」「エネルギー」「環境」の領域ごとの特徴的な「理科の見方」で事象を
とらえ，探究の過程の中で比較したり，関係付けたりするなどの「理科の考え方」をはたらか
せるようにしています。

全体
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観点 留意点 該当箇所

科学を学ぶ
有用性，

キャリア教育

�部活動と関連する「部活ラボ」，職業との関連からキャリア教育につながる「お仕事ラボ」，
食生活と関連する「お料理ラボ」などにより，生活と科学を結び付けて考えられるように
しています。

p.26，101，173，
199，262，269など

�「深めるラボ」では，科学史に関する話題や，昔の人が見つけた知恵や現在まで受け継がれて
いるさまざまな工夫なども紹介しています。

p.26，35，64，220
など

�単元末の「ひろがる世界」では，学習内容を応用した身近な話題や期待される科学技術などを
取り上げ，学習が広がるようにしています。

p.44-45，100-101，
172-173，248-249，
314-315

観察・実験の
構成

�必ず行ってほしい「探Q実験」「生徒実験」，演示実験や代替実験として活用できる「ためして
みよう」「図示実験」で構成し，柔軟な活動計画が組み立てられるようにしています。　

p.112，127-129，
134-135，157など

�単元末の「みんなで探Qクラブ」やサイエンス資料「自由研究テーマ例」なども観察・実験の
場面として設定しています。

p.42-43，98-99，
170-171，246-247，
321-322

�基本的な実験操作や器具の使い方，表やグラフのかき方は，「実験のスキル」を設け，丁寧に
解説しています。

p.50，67，154，193，
287など

観察・実験の
安全配慮

�サイエンス資料「実験を正しく安全に進めるために」では，中学校理科全般にわたって必要な
注意点やスキルを丁寧に紹介しています。 p.102-103

�実験で特に注意すべき点は，「注意マーク」と丁寧な注意書き(朱赤文字)で示しています。
また，保護眼鏡や火気注意など，安全に配慮すべき点は８つの「安全マーク」を表示して
います。

p.13，113，
128-129，149など

内容・配列・分量

カリキュラム・
マネジメント

�生徒実験を中心に授業を組み立て，余裕を持って課題解決的な学習を行うのに適切な時数の
配分としています。
（標準時数140に対して，配当時数129，予備時間11） 全体
�どの単元から学習しても支障のないように構成し，地域の気候特性や各学校の履修形態に
合わせて，同一学年内での単元順序の入れ替えが自由に行えるようにしています。
�「お仕事ラボ」「お料理ラボ」「防災減災ラボ」では，地域と連携した活動につながる話題も
ふくまれています。

p.26，45，295，309
など

発展的な学習 �さらに学習を深めるよう，上位学年や高校理科での学習内容，学習指導要領に示されて
いない内容を，「発展」マークを付して取り上げています。

p.26，63，162，
181など

学習の系統性
小学校理科，
高校理科との
関連

�章導入に「つながる学び」，本文中に「思い出してみよう」を設け，小学校理科の内容や既習
事項を確認した上で，新たな学習に入るようにしています。

p.4，58，143，291
など

�高校理科につながる発展的な学習内容には，「高校化学へ」などとマーク表示し，将来の
学習への期待感を持たせるようにしています。

p.26，56，120，
218など

他教科との関連

�遺伝にかかわる比の計算や公転の角度のように，算数・数学の基本事項が必要な箇所には，
「算数・数学と関連」を設け，また，巻末に「理科でよく使う算数・数学」を設けています。

p.20，80など，
326-327

�『枕草子』の一節にある星のくだりで「国語と関連」，経度がかかわる地球の自転と時刻の
話題で「社会科と関連」，スマートグリッドのしくみをシミュレーションで体験するところで
「技術科と関連」に気付かせるようにしています。

p.61，68，323

�学習を深めるために，惑星名の英語表記などを紹介しています。 p.54-55，91，116

評価

�単元導入での「学ぶ前にトライ！」と同じ問いかけを，単元末に「学んだ後にリトライ！」と
して入れ，自己評価することにより，学びの深まりを実感できるようにしています。

p.47とp.93,
p.107とp.165など

�単元末の「力だめし」は，単元の総括的評価になるとともに，解答と解説のページに観点別
評価の観点を記載しており，自己評価も可能です。 p.332-334

環境，
エネルギー，
防災・減災

ESD，SDGsへ
の意識

�多くの動植物や自然環境を紹介し，自然の共通性・多様性と豊かさに目を向けるようにして
います。また，環境への意識を高めるよう「環境マーク」を表示しています。

p.127，248，287，
301，305など

�さまざまな事例の紹介や課題の調査を通して，持続可能な社会をつくるために，わたし
たちに求められることを考えさせるようにしています。

p.248-249，
304-309

�「環境」単元では，「自然が人間の生活におよぼす影響」について，日本付近で発生する自然
災害について自ら考え，地域の自然災害の調査を通じて地域の自然の特徴を多面的，総合
的にとらえられるようにしています。

p.290-295

�「防災減災ラボ」では，自然災害のしくみや影響，また，備えるための技術や取り組みなどを
紹介し，当事者意識を持てるようにしています。

p.52，141，181，
295

特別支援教育
などへの対応

�特別支援教育の専門家の監修のもと，すべての生徒が支障なく学習できるインクルーシブ
教育に配慮しています。

全体

�文字のフォントは，UDフォントを採用し，視認性と可読性を高めています。

�色覚の個人差を問わず，紙面の内容が判別しやすい配色・デザインを用い，メディア・ユニ
バーサル・デザイン協会（MUD）による認証を申請中です。

�１年の文字サイズは，当社小学校理科６年と中学校理科２・３年の中間サイズとし，生徒が小学校
教科書から中学校教科書にスムーズに移行できるようにしています（中1ギャップに対応）。
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観点 留意点 該当箇所
人権，福祉，
国際理解，

ジェンダー配慮
�生徒の写真やイラストは，男女の役割を固定せず，互いに協力しながら活動していることを
含め，性別･人種・身体的特徴に配慮しています。 全体

プログラミング
教育

�小学校でのプログラミング学習を活用して発展させるために，技術科との関連も意識して，
電力の需要と供給のバランスを制御するスマートグリッドのしくみを考察させ，また，
シミュレーションを体験できるようにし，プログラミング的思考を育成します。

p.323

 ICTの活用

�紙面中のQRコードからデジタル教材（映像，画像，音声など）にリンクし，学習を広げ，
深めることができます。学習意欲を高め，家庭で主体的に学習する際にも，参考になる
ようにしています。
QRコードの箇所の例：巻頭，単元導入「科学にアクセス」「探Q実験」「探Qシート」「学習の
まとめ」「つながる学び」などの本文中

p.7，12，71，76，106，
108，117，127，
138，159，165，
175，235，323など

�コンピュータやインターネットなどの活用に適した箇所には，「ICTマーク」をつけ，積極的
な利用を促しています。 p.33，86，283，322

家庭学習への
対応

�章末の「基本のチェック」，単元末の「学習のまとめ」「力だめし」，巻末の「学年末総合問題」
「中学校総合問題」は，家庭学習でも有効活用できます。

p.16，38-41など，
316-317，318-319

�「自由研究テーマ例」では，生徒が家庭でも行えるよう配慮し，身近な素材を使うように
しています。 p.321-322

用紙・印刷・製本 �軽量で印刷が鮮明な用紙や，AB判でも開きやすく強度も保てる「あじろ綴じ」を採用しています。
また，植物油インキや再生紙を使用することでアレルギーや環境にも配慮しています。 全体

対照表2
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数

生命　生命の連続性 2分野（5） ア，イ p.2～45

21
1章　生物のふえ方と成長 2分野（5） ア（ア），イ p.4～16

2章　遺伝の規則性と遺伝子 2分野（5） ア（イ），イ p.17～27，探Qシート・探Qラボ
「遺伝のモデル実験」

3章　生物の種類の多様性と進化 2分野（5） ア（ウ），イ p.28～35
地球　宇宙を観る 2分野（6） ア，イ p.46～101

20
1章　地球から宇宙へ 2分野（6） ア（ア）㋐，（イ）㋐㋑，イ p.48～65
2章　太陽と恒星の動き 2分野（6） ア（ア），イ p.66～81

3章　月と金星の動きと見え方 2分野（6） ア（イ）㋒，イ p.82～91，探Qシート・探Qラボ
「金星の見え方の変化」

物質　化学変化とイオン 1分野（6） ア，イ p.106～173

27

1章　水溶液とイオン 1分野（6） ア（ア）㋐，イ p.108～123 

2章　電池とイオン 1分野（6） ア（イ），イ
p.124～141，探Qシート

「金属のイオンへのなりやすさ」・
探Qラボ「金属のイオンへの

なりやすさをモデルで考えよう」
3章　酸・アルカリと塩 1分野（6） ア（ア）㋑㋒，イ p.142～163
エネルギー　運動とエネルギー 1分野（5） ア，イ，1分野（7） ア，イ p.174～249

34

1章　力の合成と分解 1分野（5） ア（ア），イ p.176～189

2章　物体の運動 1分野（5） ア（イ），イ p.190～208，探Qシート・探Qラボ
「斜面上での台車の運動」

3章　仕事とエネルギー 1分野（5） ア（ウ），イ p.209～220
4章　多様なエネルギーとその移り変わり 1分野（7） ア（ア）㋐，イ p.221～229
5章　エネルギー資源とその利用 1分野（7） ア（ア）㋐，イ p.230～239
環境　自然と人間 1分野（7） ア，イ，2分野（7） ア，イ p.250～315

27

1章　自然界のつり合い 2分野（7） ア（ア）㋐，イ p.252～265
2章　さまざまな物質の利用と人間 1分野（7） ア（ア）㋑，イ p.266～274
3章　科学技術の発展 1分野（7） ア（ア）㋒，イ p.275～283
4章　人間と環境 2分野（7） ア（ア）㋑㋒，イ p.284～301

5章　持続可能な社会をめざして 1分野（7） ア（イ），イ
2分野（7） ア（イ），イ p.302～309

学年末総合問題・中学校総合問題 1分野（5），（6），（7） 
2分野（5），（6），（7）

p.316～319
下記参照

サイエンス資料 p.102～105，320～331
計129

（標準時数140）●�サイエンス資料は，本文の内容と関連させて適宜ご利用いただけるよう，配当時数に含めています。
●学年末総合問題・中学校総合問題は，予備時間でご利用いただくことを想定しています。
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3-11

編　修　趣　意　書
（発展的な学習内容の記述）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

31-65 中学校 理科 理科 第３学年

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教　科　書　名

61 啓林館 理科 905 未来へひろがるサイエンス　3

ページ 記 述 類 型 関連する学習指導要領の内容や
内容の取扱いに示す事項 ページ数

11 シダ植物とコケ植物の生殖 2 理科2分野 （5）ア（ア）㋑ 0.25

26 DNAはどんな構造？ 2 理科2分野 （5）ア（イ） 0.50

27 日本人がうみ出した人工多能性幹細胞（iPS細胞） 2 理科2分野 （5）ア（イ） 0.75

31 相似器官 2 理科2分野 （5）ア（ウ） 0.25

32 植物の祖先 2 理科2分野 （5）ア（ウ） 0.25

33 地球環境の変化と生物 2 理科2分野 （5）ア（ウ） 0.25

34 進化と遺伝子の変化 2 理科2分野 （5）ア（ウ） 1.00

56 地球型惑星と木星型惑星 2 理科2分野 （6）ア（イ）㋑ 0.50

63 太陽系外の惑星探査 2 理科2分野 （6）ア（イ）㋑ 0.75

64-65 宇宙を観る「目」と科学の発展 2 理科2分野 （6）ア（イ）㋑ 2.00

105 原子量の基準 2 理科1分野 （6）ア（ア）㋐ 0.25

120-121 原子の構造とイオンのでき方 2 理科1分野 （6）ア（ア）㋐ 2.00

122 電気分解のしくみ 2 理科1分野 （6）ア（ア）㋐ 1.00

123 氷が水に沈む？ 2 理科1分野 （6）ア（ア）㋐ 0.50

132 イオン化傾向で考える金属と酸の反応 2 理科1分野 （6）ア（イ）㋐ 0.75

141 水を入れるだけで発電できる
｢マグネシウム空気電池｣ 2 理科1分野 （6）ア（イ）㋑ 0.50

150 酢酸の電離 2 理科1分野 （6）ア（ア）㋑ 0.25

151 アンモニアの電離 2 理科1分野 （6）ア（ア）㋑ 0.25

162-163 中和と酸・アルカリの水溶液の濃度と体積 2 理科1分野 （6）ア（ア）㋒ 1.75

173 世界をリードする日本の次世代電池開発 2 理科1分野 （6）ア（イ）㋑ 0.25

181 浮力の大きさは何によって決まる？ 2 理科1分野 （5）ア（ア）㋐ 0.75

218 位置エネルギーと運動エネルギーの求め方 ２ 理科1分野 （5）ア（ウ）㋐ 0.50

237 放射性物質の割合から年代を測定する 2 理科1分野 （7）ア（ア）㋐ 0.50

265 窒素の循環 2 理科2分野 （7）ア（ア）㋐ 0.50

289 バケツ1杯の水から生物を調べる 2 理科2分野 （7）ア（ア）㋑ 1.00

314 かけがえのない地球とともに 2 理科2分野 （5）ア（ウ） 1.00

321 DNAをとり出してみよう 2 理科2分野 （5）ア（イ） 0.75

合計 19.00

（「類型」欄の分類について）
１…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年等の学習内容と
　　直接的な系統性があるものを含む）とされている内容

２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容


